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２Ｉ１９ 
携帯電話利用リードユーザの動向と携帯電話が与える影響 

 
○ 米川雄基，杉村武昭(知的財産研究推進機構)，西村由希子(東京大学)， 

及川博道(知的財産研究推進機構)，玉井克哉，西村邦裕(東京大学)， 

岩崎匡寿，伊藤卓朗(知的財産研究推進機構) 

 

1. イントロダクション 

 近年の携帯電話の急速な技術革新により、携帯電話は単に電話としての役割だけではなく、メールや

インターネット、カメラ機能などに始まり、決済機能(おサイフケータイ)や２次元バーコード認識機能

(QRコード)、また位置確認機能(GPS)など様々な機能が追加され、より多機能な個人情報端末「ケータ

イ」としての役割を担うようになってきている。そしてそれらの機能に対して携帯電話会社(キャリア)

は新しいサービスを次々と開始するため、ユーザがケータイから利用出来るサービスの幅は急激に広が

っている。 

 サービスの多用化は、そのサービスを受けるユーザの利用形態についても多様化を引き起こす事が予

想される。そこで我々は、これまでの調査研究において、ケータイの各機能に対してユーザである消費

者がどの程度知識を持ち、また利用しているのかについてアンケート調査を行って来た。その結果、ユ

ーザごとの主に使用している機能の違いから、ケータイユーザが４つの特徴的なグループに分類される

事を明らかにした。本研究では、それら４つのユーザタイプ(「低利用型」「コミュニケーション型」「ケ

ータイ強者」「先進機能利用型」とここでは呼ぶ)の中でも、特に新しい機能やサービスを広く使いこな

すという特性を持つ「先進機能利用型ユーザ」(ここでは「リードユーザ」と定義する)について、その

利用動向を詳細に調査分析する事を目的とした。 

 これまでの調査から、リードユーザが利用するケータイ機能と他のユーザが利用する機能群を比べた

ときに、リードユーザについてのみ「おサイフケータイ」の利用頻度が高い事が分かっている。そこで

今回は「おサイフケータイ」を利用しているケータイユーザを対象に、パーソナルコンピュータ(PC)

およびケータイでそれぞれ日常的に利用している機能やサービスの種類について、またそれらサービス

の利用がリードユーザ自身の生活に対して与える影響について調査を行う事で、リードユーザの現状と

利用動向の分析を行った。新しい機能にいわば「順応」しているリードユーザの実態を調べる事によっ

て、ケータイに対する先進ユーザの視点についての見解を得る事ができ、同時にケータイ自体の機能発

展についての方向性を指し示すデータが得られると考えている。 

 

2. 調査手法 

 調査は 2007年 4月 8日にインターネットを用いたウェブアンケート調査によって行った。対象者は

おサイフケータイを使用した事があるという人に限定して、計 1,236名から回答データを得た。調査ア

ンケートの質問項目として、まず PCやケータイで利用するウェブ上のサービスについて、月１回以上
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利用しているサービスの種類を回答してもらった。質問の内容と選択肢については表１に示している。

次に、それらウェブ上のサービスを利用する事で、「人間関係」「所持する物」「金銭面」「得られる情報」

「時間」「仕事/学業」というそれぞれの側面から、自分自身が「良い影響を受けたか」「悪い影響を受け

たか」という評価軸で、５段階評価で回答してもらった。 

 

表 1. アンケートの質問内容詳細(PCやケータイで利用するウェブ上のサービスについて) 

 

3. 調査結果 

 まず今回のアンケート対象者(おサイフケータイユーザ)の構成について、年齢構成割合と職業構成に

ついて図１に示した。なお、今回のアンケートでは男女共に 618名ずつ回答を集め、男女比の偏りを無

くしている。 

    
図１. アンケート回答者の年齢構成(a)と職業構成(b) 

 

図１(a)より、おサイフケータイユーザは 20代や 30代に比較的多く存在し、20代で全体の 23.5%、30

代では全体の 22.5%を占めている事が分かった。また図 1(b)より、おサイフケータイユーザの職業構成

については会社員が全体の 48%を占め、次いで専業主婦、パート、アルバイトがそれぞれ 15%、10%

(a) (b) 
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の割合を占めている事が分かった。 

 次に、これらの「おサイフケータイユーザ」が PC及びケータイで月に１度以上利用するウェブのサ

ービスについて、利用率の高いものから上位５つをそれぞれ図２に示した。 

 

 

 図２. PC(a)及びケータイ(b)で、月１度以上利用しているサービス 

 

図２(a)より、PCでは月１度以上利用しているサービスとしてインターネットショッピングが１位を占

め、それに次ぐサービスの中で Yahoo!オークション、オンラインバンキングについての利用率がそれ

ぞれ 50%を上回っていた。さらにそれらのサービスに次いで、mixi(SNS)やブログなど、コミュニケー

ションを目的としたサービスが高い利用率を示していた。ケータイを利用したサービスについては、PC 

と同様に Yahoo!オークションやオンラインバンキングの利用率が高く、mixi(SNS)についても同様に高

い利用率を示していた。 

  次に、これらのサービスを PCやケータイで利用して来た事で、金銭面や人間関係など、いくつか

の側面からユーザ自身が受けた影響について聞いたアンケートの結果を図３に示した。図 3では、グラ

フの左の項目から「良い」「どちらかというと良い」「どちらともいえない」「どちらかというと悪い」「悪

い」影響を受けているという評価を示している。図 3 より、得られる情報への影響で「良い」「どちら

かというと良い」と答えた人は全体の 67.7%で、同様に所持する物への影響については 49%、金銭的な

影響は 36.3%であった。逆に得られる情報への影響で「どちらかというと悪い」「悪い」と答えた人は

全体の 1.9%であり、同様に所持する物への影響については 2.3%、金銭的な影響については 12.6%であ

った。 

(a) 

(b) 
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図 3. ユーザがケータイ、PCの利用によって受けた影響についてのアンケート結果 

 

4. 考察 

 図 2の結果から、リードユーザが PCとケータイでそれぞれ利用するウェブ上のサービスには、目立

って大きな違いは存在せず、特にオークションや SNS の利用については PC とケータイでの利用形態

の相違が小さくなっている事が明らかになった。PC でも利用できるサービスについての利用率がケー

タイでも高いという事から、ウェブのサービスの利用においてケータイが PCの代替品としての役割を

担っていると考えられる。また、図３の結果から、ケータイや PCのサービスの利用によって、良い影

響を受けているという認識が悪い影響に対して各項目で比較的高い事が明らかになった。この事から、

新しいサービスや機能に順応しているリードユーザがそれらのサービスの利用について肯定的な認識

を持っている事が分かり、リードユーザのこのような傾向は、今後発展していくケータイ、PC の新し

いサービスについても発揮される事が予想される。 

 

5. まとめ 

 今回は、インターネットを用いたアンケートから、おサイフケータイを利用している「リードユーザ」

が利用する機能やその利用によるユーザ自身への影響について、アンケート調査による調査分析を試み

た。今後はよりリードユーザの特性を詳細に分析するため、例えばケータイの利用によって受けた影響

の各項目と利用している機能との間で、その相関関係の有無を因子分析などの手法を用いるなどして、

より多角的なアプローチを行っていく。また、今後はケータイの発展を考える上で、その発展にともな

うネガティブな側面(ケータイを利用した犯罪の増加など)についても言及すべく、ケータイによって悪

い影響を受けると考えるリードユーザにその理由をヒアリングするなどして、定性的なデータの取得に

ついても行っていこうと考えている。 
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